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【ゲッセマネの祈り】 
マタイによる福音書26章36～46節 
 
26:36 それから、イエスは弟子たちと一緒にゲ
ツセマネという所に来て、「わたしが向こうへ行
って祈っている間、ここに座っていなさい」と言
われた。 
26:37 ペトロおよびゼベダイの子二人を伴われ
たが、そのとき、悲しみもだえ始められた。 
26:38 そして、彼らに言われた。「わたしは死
ぬばかりに悲しい。ここを離れず、わたしと共に
目を覚ましていなさい。」 
26:39 少し進んで行って、うつ伏せになり、祈
って言われた。「父よ、できることなら、この杯
をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わ
たしの願いどおりではなく、御心のままに。」 
26:40 それから、弟子たちのところへ戻って御
覧になると、彼らは眠っていたので、ペトロに言
われた。「あなたがたはこのように、わずか一時
もわたしと共に目を覚ましていられなかったの
か。 
26:41 誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈って
いなさい。心は燃えても、肉体は弱い。」 
26:42 更に、二度目に向こうへ行って祈られ
た。「父よ、わたしが飲まないかぎりこの杯が過
ぎ去らないのでしたら、あなたの御心が行われま
すように。」 
26:43 再び戻って御覧になると、弟子たちは眠
っていた。ひどく眠かったのである。 
26:44 そこで、彼らを離れ、また向こうへ行っ
て、三度目も同じ言葉で祈られた。 
26:45 それから、弟子たちのところに戻って来
て言われた。「あなたがたはまだ眠っている。休
んでいる。時が近づいた。人の子は罪人たちの手
に引き渡される。 
＋＋＋ 

十字架にかけられる前、イエス様は弟子たちと食
事をし、そこで葡萄酒とパンとを用いて「イエス
様の血と肉」についての説明をされました。 
罪の赦しのための契約の血、裁きと希望に関する
肉体を意味するパン。 
その後、彼らはゲッセマネの園に向かい、イエス
様はそこで今までにないほど深刻な意識で祈られ
ました。 
 
1）弟子たちへの懇願 
イエス様は深刻な意識で弟子たちにある事柄を懇
願しています。 
26:36 それから、イエスは弟子たちと一緒にゲ
ツセマネという所に来て、「わたしが向こうへ行
って祈っている間、ここに座っていなさい」と言
われた。 
26:37 ペトロおよびゼベダイの子二人を伴われ
たが、そのとき、悲しみもだえ始められた。 
26:38 そして、彼らに言われた。「わたしは死
ぬばかりに悲しい。ここを離れず、わたしと共に
目を覚ましていなさい。」 
ここに「とどまり、座っているように」という願
いと「イエス様ご自身と一緒に目を覚ましていな
さい」という願いが語られています。 
そもそも弟子たちが選ばれたのは「イエス様の近
くに居させる」ためでした。イエス様に「寄り添
う」ために弟子たちは選ばれているのです。 
しかし、残念ながら弟子たちにはそのイエス様の
深刻な依頼に応えることができず、眠ってしまい
ました。 
思うに、イエス様の願いの本質が弟子たちにはわ
からなかった、理解できていなかったのだと思い
ます。 
つまり、それほど深刻なことが起こるとは考えて
いなかったのだろうと思います。 
そうなると弟子たちとイエス様の間には理解の差
があり、弟子たちはイエス様が何かのことで大変
深刻になっていると見えていても、感じてさえい



ても、その内容について弟子たちには理解できて
いませんでした。 
これは、ある意味無理のないことです。神の御子
が人の罪のために十字架にかかるなどということ
は弟子たちの頭には浮かぶことはなかったと思う
からです。 
しかし、それはそうだとしても、イエス様の願い
に応えることができなかったことは実に悲しいこ
とだと思います。 
弟子たちは、イエス様と一緒に祈ることはできた
はずです。主の祈りを唱えることも、民数記の祝
福の祈りを唱えることも弟子たちにはできたと思
います。しかし、彼らは眠くて眠くて、それすら
できなかったのです。 
 
2）イエス様の苦しみ 
イエス様はこの祈りの中でその苦しみを語ってい
ます。弟子たちには「「わたしは死ぬばかりに悲
しい。ここを離れず、わたしと共に目を覚まして
いなさい。」とさえ語っています。 
ところで、イエス様の祈りそのものの中に語られ
ている「「父よ、できることなら、この杯をわた
しから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの
願いどおりではなく、御心のままに。」 
という、「この杯」とはどういうものなのでしょ
うか。 
十字架の痛みを避けたかった、自分が死ぬことが
怖かったという面がゼロではないとしても、それ
がイエス様の避けたかった中心的なものではなか
ったと思います。 
26:42 更に、二度目に向こうへ行って祈られ
た。「父よ、わたしが飲まないかぎりこの杯が過
ぎ去らないのでしたら、あなたの御心が行われま
すように。」 
思うに、神の御子ならではの理解にもとづく「聖
なる神の裁きの厳粛さ、その厳しさ」だと思いま
す。 
「人間が受け止めることができる限界」を遥かに

超える「聖なる神の裁き、神の厳しさ」につい
て、自らが打たれるということ以外に本当にない
のかどうかを父なる神様に問うているのだと思い
ます。 
神の御子が人として遣わされ、人への神の愛のし
もべとしての役割を果たし尽くしてきました。さ
らに、全ての人のための「罪の裁き」を担うこと
について、本当にこの方法しかないのかどうかを
父なる神様に問うているのです。 
つまり、誰も経験したことも、予測さえしたこと
もない「罪の赦しのための手段」を自らが担うこ
との重さをイエス様は気づいているのです。 
 
3）神への信頼 
しかし、常にイエス様は、この苦難を避けられる
なら避けたいことを伝えながらも「しかし、わた
しの願いどおりではなく、御心のままに。」 
と祈っています。この苦悩が自分にとっては本当
に厳しい状況に追い込まれることになったとして
も、最終的には「父なる神の御心がなされる」こ
とが最善なのだとイエス様は信じているのです。 
 
多くの場合、神様にとっての最善は私たちの幸せ
に結びついている場合が多いと思いますが、時
に、神様にとっての最善が私たちの都合からいえ
ば、困ること、不安になること、自分の思い通り
にならないことがあります。にもかかわらず、神
の御心こそ最善だと信じる姿勢をイエス様ご自身
が示しておられます。 
詩編の言葉を思い起こします。 
「119:71 卑しめられたのはわたしのために良い
ことでした。わたしはあなたの掟を学ぶようにな
りました」新改訳聖書では「苦しみに会ったこと
は、私にとってしあわせでした。私はそれであな
たのおきてを学びました。」となっています。 
 
イエス様の心からの懇願に応えられなかった弟子
たちから私たちは何を学ぶべきでしょうか。 



イエス様の苦難をどこまで理解できるかわかりま
せんが、神の御心こそが最善であると信じて、耐
える力が与えられますようにと心から祈ります。 
＋＋＋＋＋＋＋＋ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
 https://youtu.be/hmaUQgARS4o 


